
子どもに関する実態意識調査について 

 

１ 調査目的 

  札幌市の子どもの実態や市民の意識を把握し、平成 26年度に策定する次期の「札幌

市子どもの権利に関する推進計画」の基礎資料とするとともに、平成 22年３月に実施

した前回の調査結果と比較し、計画の進捗状況を把握するため。 

 

２ 実施概要 

（1）実施時期（予定） 

   平成 26年１月 

（2）対象 

   無作為抽出による市民１万人（大人 5,000人、子ども 5,000人（小学生と中高生）） 

（3）調査項目（案） 

   平成 21年度に実施した調査項目を基本とし、より回答しやすい設問となるよう表

現などについて工夫を行う。 

 【前回実施した主な設問】 

  ○ 大人（35問程度） 

・今の子どもに対する印象 

・今の子どもを取り巻く環境についての印象 

・子どもが意見を言ったり参加したりすることについてどう考えるか 

・近所の子どもとのかかわりの有無 

・子どもが健やかに育つために大切だと思うこと 

・今の子どもが学校や家庭生活以外で体験してほしいこと 

・子どもの権利条例を知っているか 

・条例に定める権利が守られているか 

  ○ 子ども（小学生：21問程度、中高生：31問程度） 

・自分のことをどう思うか 

・熱中したり夢中になれるのはどんなときか 

・これまで体験したこと 

・最近 1年間、地域での参加や活動をしたことがあるか 

・あなたと話をするときの保護者の態度 

・自分の考えや思いがあるときに、それを言うことができるか 

・子どもの権利条例を知っているか 

・子どもの権利が守られているか 

 

３ 前回の調査票 

  別添のとおり 

資料４ 


